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2019年度
シブヤ大学 活動報告書
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2019年度は、「学びあいの場」への原点回帰の年となりました。

シブヤ大学が社会に届けたい学びは何なのか？
渋谷にある大学として、どんな人と何を学びたいのか？

改めて議論をする中で見えてきたのは、
今自分たちがほしい学びに真摯に向き合い、
「学びあいの場」としてのシブヤ大学を再構築したいという想い
でした。

9月には、13周年特別授業「学び方を学ぶ」を実施し、
学ぶ人＜学生＞、つくる人＜スタッフ＞、教える人＜先生＞が
垣根を超えて学びあうためのさまざまな授業を実施しました。

「学びあいの場」で学ぶことは、
偶然の学びや、対話を通した新しい気づきに出会うこと。
話しづらいこと、1人では考えにくいことに、仲間とともに向き
合うこと。

改めて学びと向き合ったことで、
「時代が便利になっても、同じ空間で誰かとともに学ぶことを
大切にしたい」という想いを再確認することができました。

そして2020年の春、シブヤ大学はリニューアルを行いました。
事務局は20代を中心とした体制に移行し、学長には大澤悠季が
就任しました。

現在は新型コロナウイルスの感染拡大により、オンラインでの
授業を余儀なくされていますが、「誰かとともに学びあえる場」
でありたいという気持ちは変わりません。
新しいビジョン・ミッションのもと、まじめなこともゆるいこと
も安心して話せる学び場をつくっていきます。

これからも、シブヤ大学をよろしくお願いいたします。

シブヤ大学学長 大澤悠季
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1. 2019年度を振り返って
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今までに開催した授業数1,363 講座

授業をしてくださった先生 1,380人

今までに授業に参加した人36,851人

教室の数 385 教室

2.シブヤ大学の13年間を振り返る

みなさまに支えられ、こんなにたくさんの授業をつくることができました。

いつもありがとうございます！

（集計期間：2006年9月〜2019年3月まで)

2019年度までに開催した授業
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ボランティアスタッフ登録希望の方に向けて、
説明会と交流会を行いました。2019年は「テーマから学びを発見する」編、
「新しい学びに出会うまち歩き」編の2部制で開催しました。

韓国・シンガポール・中国からの視察

3. シブヤ大学の2019年度を振り返る

もっともっと学びたい人、集まれ！

〜オープンキャンパス 2019〜
日時 : 2019年4月20日（土）

場所 : シブヤ大学事務局

2019年度は、海外からシブヤ大学へ多く

の方が視察に来訪してくださいました。

韓国からは、オサン市生涯学習課の方々

がいらっしゃいました。シブヤ大学をモ

デルに、市民大学を設立したオサン市。

2017年にシブヤ大学と包括協定を結び、

定期的にお互いの国を訪れ情報交換をす

るなど、相互に継続的な学び合いの関係

を続けています。

シンガポールからは、若者向けの生涯学

習事業を展開しているBold at Workの皆

さんがシブヤ大学へ来訪。シブヤ大学の

市民が主体的に関わる仕組みを中心に、

お互いの国の生涯教育について意見を交

わしました。

中国からは、社会問題やソーシャルイン

パクトについて学ぶ大学生の皆さんがシ

ブヤ大学を訪れてくれました。

海外の皆さんとの対話の中では、住民主

体のプロジェクトとは？活動をする中で

の本質的な価値とは？など、国を越えて

深く議論しあえる内容や、通じ合える価

値観が多くあり、非常に有意義な時間と

なりました。

4月

5-6
月

5月 渋南わたしのキャリアデザイン部

シブヤ大学と渋谷ストリームとのコラボレーション

企画から授業シリーズがスタートしました。

「ターニングポイント」「働き方・生き方」を

キーワードに、様々なキャリアをもつクリエイティブ

ワーカーと一緒に、人生を一歩踏み出すシリーズ授業

を企画しています。
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渋谷おとなりサンデー

3. シブヤ大学の2019年度を振り返る

渋谷に住む人はもちろん、働く人、学ぶ

人たちが、自分たち自身で地域交流・地

域活動の場を企画し、6月第一日曜日にみ

んなで一斉に行うことで、

楽しいお祭りにしようとはじまった渋谷

おとなりサンデー。

シブヤ大学は「渋谷おとなりサンデー事

務局」として、企画・運営で関わらせて

いただいており、2017年からの3年間で、

渋谷区内で延べ238件の62の交流の場が生

まれました。

5-6
月

日時 : 2019年6月

主催：渋谷区 地域振興課

①地域コミュニティ×生涯学習と市民参加～学びと参加による地域づくりとは？

②地域コミュニティ×公共空間～公共空間を交流場所へ、外の場が持つ可能性とは？～

③地域コミュニティ×高齢者福祉～これからの地域の支え合いはどうつくる？～

④地域コミュニティ×コモンスペース～地域に開かれた場が生み出すつながりとは？～

⑤地域コミュニティ×学生～学生と地域の幸せな関係はどうつくる？～

2019年度は、これまでの「渋谷おとなりサンデー」の取り組みを通じて見えてきた現在の

渋谷の地域コミュニティの姿をベースに、5つの視点から、これから目指すべき、渋谷らしい、

都市における地域コミュニティのあり方とその実現のためのアプローチについて、各分野の

専門家や実践者の方々と共に考える特別授業を行いました。

渋谷おとなりサンデー特別シリーズ授業開催



8月

「地域福祉×都市」をテーマに開講した都市想

像会議シリーズ講座を元に、2019年度は、私た

ちの住む地域をよりよくしていくことを考えて

いる方々と一緒に、５回連続の少人数のゼミ形

式の講座を開講しました。渋谷区の北西部に位

置する、笹塚及び幡ヶ谷地区をフィールドに、

実際にプロジェクトプランニングからグループ

での地域活動の実施までを行い、実践的に学ぶ

プログラム。アドバイザーに坂倉杏介さん（東

京都市大学都市生活学部准教授）をお迎えし、

高校生を含む20名の参加者の皆さんと一緒に実

践しました。

3. シブヤ大学の2019年度を振り返る

「地域福祉×デザイン」ゼミ

7月

第67回 恵比寿駅前盆踊り
日時：2019年7月26日(金)、27日(土)
場所：恵比寿駅西口バスロータリー

今年も運営のお手伝いをさせていただきました。

活動の見直し

ビジョン・ミッションの構築

設立から13年という時を経て、原点であ
る生涯学習から、様々なまちづくり活動
へと活動の領域を広げてきましたが、
もう一度、今、社会に求められている
学び（の機会）とは何かという原点に
立ち戻りながら、これからの活動につい
て構想をふくらませました。

6-9
月

▼実施スケジュール
6月26日 「地域福祉×デザイン」ゼミについての説明
7月17日 対象地域や拠点施設の観察、課題設定
8月1日 グループごとに課題を解決するための企画の発表
8月26日〜９月6日 プロジェクト実践
9月25日 最終発表
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13周年記念授業「学び方を学ぶ」
日時 : 2019年9月23日（月・祝）

教室 :ケアコミュニティ・原宿の丘／渋谷ヒカリエ「8/」

シブヤ大学13周年記念授業として「学び方を

学ぶ」をテーマにケアコミュニティ・原宿の

丘と渋谷ヒカリエを会場に12の授業を開催し

ました。オープニングレクチャーには、日本

のファシリテーション界の第一人者である中

野民夫さん（東京工業大学リベラルアーツ研

究教育院教授）を先生にお迎えし、「学び合

いってなんだろう？～対話型・参加型の学び

方～」について参加者の皆さんと意見を交わ

しました。

7

3. シブヤ大学の2019年度を振り返る

10月 9-12
月

[ 超福祉展 ]
ヒューマンライブラリー
日時：2019年9月7日（土）
場所：旧笹塚敬老館

「ヒューマンライブラリー」とは、人を本に見立てて読者に貸し出す

図書館のこと。「読者（参加者）」と「本役（障害を持つ人や社会的

マイノリティの人）」とが対話をすることで、偏見を減らし、相互理

解を深めることを目的とした取り組みで、2000年にデンマークで始ま

りました。ヒューマンライブラリーの考案者であるRonni Abergel氏は、

当初よりこのメッセージを送り続けてきました。

ルールは、「“本”を大切にあつかうこと」「敬意をもって接するこ

と」。

※「2020年、渋谷。超福祉の日常を体験しよう展（超福祉展）」の

サテライト会場企画として開催しました。

9月
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9月
私たちのSDGｓ（3回連続講座）

場所：ヒカリエ

SDGsとは、2015年に国連加盟193の国と地域によって採択された「持続
可能な開発目標」のこと。「貧困をなくすこと」「ジェンダー平等の
実現」「経済成長」など、2030年までに達成すべき17のゴールが設定
されています。今回は、一般社団法人Think the Earthと連携し、私た
ち市民にとってのSDGsを考える連続講座を開催しました。
第一回「そもそもSDGsって何だろう？」：基礎的な知識や歴史的な背
景を学ぶ
第二回「SDGsリテラシーを身に付けろ！」：SDGsの観点で新聞記事を
読み、それぞれの思考を見える化するワークショップ
第三回「消費とSDGs：行動をはじめよう」：私たちの身近な消費から
SDGsを考える
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3. シブヤ大学の2019年度を振り返る

10月10月
恵比寿文化祭2019
日時：2019年10月5日(土)、6日(日)
場所：恵比寿ガーデンプレイスなど

“恵比寿の、恵比寿による、恵比寿のための文化祭。
恵比寿文化祭の目標は、文字通り”恵比寿”という
まち全体の文化祭になること。“

シブヤ大学では、恵比寿文化祭の企画・運営を担っています。
開催9年目となる今年は、恵比寿ガーデンプレイスの他、
アトレ恵比寿、恵比寿ビジネスタワー、景丘の家、消防署
などに会場を広げ開催しました。

Shibuya University Network All right reserved. 

3月 学長交代、新体制への移行

シブヤ大学は、2020年4月1日（水）より
学長を交代し、大澤 悠季を学長とした新
体制に移行することを発表しました。な
お、代表理事兼学長として組織を兼任し
てまいりました左京 泰明は学長を退任し、
代表理事としてシブヤ大学の経営に携わ
ります。

2006年の設立当初より「渋谷の街がまる
ごとキャンパス」をコンセプトに、渋谷
の街の様々な場所であらゆるテーマを題
材に無料で授業を行ってきました。
設立から14年を迎える2020年、ミッショ
ンを再構築し、それを推進する新体制へ
と移行します。

新体制では、「自分の意志に基づいた選択や行動が社会に影響を与えることができると信じて、
大きく考え小さく行動する人にとっての学び場をつくる」をミッションに、
誰もが自分たちの社会について安心して話せるプラットホームとしての学びの場づくりを推進します。
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2019年度 授業一覧

1 5

11 13 14

18

1コンパスで描こう！～新生活に「マイ家紋」はいかが？～

2もっともっと学びたい人、集まれ！

3地域コミュニティ×生涯学習と市民参加-学びと参加による地域づくりとは？-

4地域コミュニティ×公共空間-公共空間を交流場所へ、外の場が持つ可能性とは？-

5地域コミュニティ×高齢者福祉-これからの地域の支え合いはどうつくる？-

6
地域コミュニティ×コモンスペース

-地域に開かれた場が生み出すつながりとは？-

7イラストのようにつくろう～飾れる！マスコットプレート

8ポリアモリーから考えよう～私にとって心地よいパートナーシップ～

9地域コミュニティ×学生-学生と地域の幸せな関係はどうつくる？-

10
60人で歌おう！
～Ｓｉｎｇ！恵比寿ゴスペル編パート４～

11 『再考』の日本酒・『再興』の日本酒・『最高』の日本酒

12第１回 今の時代を生きる「わたしたちの働き方・生き方」

13
ジャイロキネシスってなに？
～負担をかけない身体づくり～

14【3回連続授業】自分で縫い上げる～この夏の浴衣づくり"2021"（第一回）

15美術コレクションで遊ぼう

16渋谷クラシックス～シブヤでクラシックの扉開きませんか？～

17「地域福祉×デザイン」ゼミ

18第2回 やりたい！から道をつくる 働き方・生き方

19【3回連続授業】自分で縫い上げる～この夏の浴衣づくり"2021"（第二回）

20きんのひ!?キャピキャピトルコの女子会

21【3回連続授業】自分で縫い上げる～この夏の浴衣づくり”2021”（第三回）

22外国人と歩く渋谷～[留学生編]～

23
"ソーシャルバー"と考える
～人と社会とのかかわり方～

24第3回 自分を探求する 働き方・生き方

25
「ローカル×ローカル」で広がる視点
～南伊豆の実践から、全国、世界の先輩を訪ねてます～

26ダンボールキャップをつくろう！

27都会の真ん中で土に触れ野菜を育てる 「IT」×「アグリカルチャー」が描く未来

28第6回 人生のイニシアティブを持つ 働き方・生き方

29表参道と山の手大空襲

30
初めての自分に会おう
～一番遠い日本小笠原～

31初めての友禅染め～ハンカチを染め上げる～

32ヒューマンライブラリー 2021

33 銀座線の不思議を訪ねる～浅草・渋谷～乗って歩いて

34 SONG～ことばを歌う～

35
ものごとを違う視点から眺める

"考え方の材料"

4. 2019年度授業一覧

22 23



26 33

5048

59

57

6261
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36違和感を面白がってみる。ナナメ視点と発想法！

37『難しい』を対話で伝える、学びのコミュニケーション

38ファシリテーションの体験から学ぶ、学び合いの場づくりのコツ

39表現であそぼう -こどもの世界から学ぶ-

40タクシーの運転手さんから学ぶ、渋谷の街

41オープニングレクチャー：学びあいってなんだろう？～対話型・参加型の学び方～

42オトナのための「マナビとアソビの実験室」

43
私たちのSDGs
第3回「そもそもSDGsって何だろう？」

44外国人と歩く渋谷～[夜の街編]～

45第7回 いくつかの仕事をもつ 働き方・生き方

46世界にひとつ、手作りベア体験で社会貢献もいっしょに学ぶ

47声を届かせる元気な発声術～身体から学ぶボイストレーニング

48～Halloweenの街に繰り出そう！～奇々怪々のお面づくり

49
「人の作った森」を巡る。2021
～自然の中で考える、いま私たちができること～

50移民（移動する人々）について考えよう！～穏やかに変わりゆく社会の風景～

51
私たちのSDGs
第4回「SDGsリテラシーを身に付けろ！」

52

Shige’s Ｂar ✖︎シブヤ大学
『映画「カランコエの花」を観てシゲ先生と語る一夜限りのBARへようこそ！』

53 実は○○！ラジオ体操

54社会問題を、より「おもしろく」語るには？

55渋南ネオコミュニティ会議

56
渋谷のまちから、地図感覚をみがく
～地理人的都市の読み解き方

57イギリス人はなぜ歩くのか？～「歩く文化」を楽しむ～

58私たちの地球温暖化

59
見つけに行こう！いろんな視点
～シブヤ大学 まち歩き～

60
私たちのSDGs
第5回「消費とSDGs：行動をはじめよう」

61
「居心地」ってなんだろう？
～共に考える私とみんなのことば～

62クリスマスに灯そう、ぬくもり感じるひょうたんランプ

63
一年の計は「運針」にあり！
～布巾をひたすら縫う～

64外国人と歩く渋谷～[観光客編]～

65だれもが一緒に遊べるものを、だれかと一緒に作る

66今の自分とキャリアを考える

67おしゃべりなサイエンス

68都市型工房と考える小さな一歩

69 「いまを生きる」韓国文学の世界

70 ”家族感”とキャリアを考える

29
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参加者の男女比

参加者の年代

参加者の職業

5. 2019年度の授業について

2019年度の授業について

男性

39%

女性

57%

その他

4%

10代

2%
20代

16%

30代

27%

40代

23%

50代

17%

60代

8%

70代

2%

無回答

5%
会社員

53%

公務員

6%

自営業

16%

アルバイト

4%

主婦

4%

大学生

4%

高校生

1%

その他

7%

無回答

5%
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月別の授業数、参加人数、募金額等

Ｑ、今日の授業は面白かったですか？ Ｑ、シブヤ大学の授業に、また参加したいと思いますか？

5. 2019年度の授業について

2019年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

授業定員 34 389 146 99 170 407 278 134 123 81 85 0 1946

授業申込人数 46 330 163 111 183 416 333 173 103 117 116 0 2091

授業参加人数 35 257 109 72 110 278 178 116 68 64 60 0 1347

授業数（回） 2 10 7 5 6 14 10 5 3 4 4 0 70

募金額（円） 6225 27844 17386 7835 12425 28035 34204 34200 17693 3500 19570 0 208917

とても面白

かった

79%

面白かった

13%

どちらとも

いえない

3%

あまり面白

くなかった

1%

無回答

4%

ぜひ参加

したい

75%

参加したい

16%

どちらとも

いえない4%

無回答

5%



＜「Sing!恵比寿」とは＞

「恵比寿に音楽に溢れた幸せ

な１日をつくりたい！」子供

からお年寄り、外国人、街ゆ

く人たちを巻き込んで1,000人

で歌いたい！という想いで、

2010年にシブヤ大学恵比寿

キャンパスで始まった合唱プ

ロジェクトです。一緒に歌っ

てきたメンバーは10代から80

代。渋谷区民だけでなく都内、

神奈川、埼玉、千葉から参加

しているメンバーもいます。

発表場所は日比谷、新宿、仙

台や本場パリの「音楽の日」

で歌ったこともあります。

歌には世代も国境も超えて、

人と人を繋げる力があります。

音楽に溢れた素敵な1日が世界

に広がるように、Sing!恵比寿

は観客を巻き込んで一緒に歌

います。

13
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6. ゼミ・サークル活動

2019年度に活動したシブヤ大学の「ゼミ・サークル」
をご紹介します。

Sing!
恵比寿

よのなかゼミ
ゼミ生同士が互いの話を聞き、語り合う集まりです。

毎回設定するテーマについてゼミ生同士が語り合い、互いの価値観を認め合う場として、月１回のゼミ活動

を続けています。各回の参加人数は４〜10名ほど。自分の意見を言ってそれを聞いてくれる人がいるという

場に価値を置くひとが集まります。

＜「よのなかゼミ」とは＞
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6. ゼミ・サークル活動

調理

文化

歴史

地理

宗教
“食を通して世界を学ぶ”

授業をつくるゼミ

…
世界各国の

世界を食べる
ゼミ

＜「世界を食べるゼミ」とは＞

シブヤglee部!
「歌×ダンス×仲間」歌って踊

るパフォーマンスで“伝える

“を本気で学び合うショークワ

イアチーム。各期ごとにメン

バーを再編成し「自分たちで創

る舞台」（自主公演の開催）を

目標に、歌＆ダンスのレッスン

をはじめ、「やってみたいこ

と」をPJT化し全員で取り組んで

います。

＜「シブヤglee部!」とは＞



週末アジア
旅倶楽部

＜「週末アジア旅倶楽部」とは＞

シブヤ大学は「まちはキャンパス」をコンセプトに、渋谷の街のいろいろな場所で、あらゆるテーマの授

業を行ってきました。2015年1月にスタートしたシブヤ大学の公認サークル「週末アジア旅倶楽部（通称:

アジ旅）」では、日本を含めた世界の国々を大学のキャンパスに見立てて、旅好きのメンバーが「旅」や

「世界各国の文化（アジア以外も!）」をテーマにした様々なイベントを自分達で企画・開催しながら、

旅人感覚のライフスタイルを楽しんでいます!

Shibuya University Network All right reserved. 15

6. ゼミ・サークル活動

トシタビ

の活動

＜「Urban☓Travelers☓Design Laboratory(トシタビ)」とは＞

「都市の旅人」の358日をデザインする。そんなコンセプトで活動する旅人達の小さなコミュニティが

シブヤ大学に生まれました。その名も「Urban ☓ Travelers ☓ Design Laboratory(トシタビ)」。

このコミュニティでは「都市×旅人」や「日常と非日常の融合」をテーマに、これまで無意識だった

「旅人の感覚」をカタチにしながら、都市におけるワークライフスタイルを「リ・デザイン(redesign)」

していきます。



行政・企業様との連携・協賛で生まれた企画をご紹介します。
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7. 企業との連携・協賛

行政・企業様
授業名

（複数の授業がある場合は、一部を抜粋しています）

渋谷区
「おとなりサンデー特別授業」

5講座

地域コミュニティ×生涯学習と市民参加
学びと参加による地域づくりとは？

地域コミュニティ×公共空間
公共空間を交流場所へ、外の場が持つ可能性とは？

③地域コミュニティ×高齢者福祉
これからの地域の支え合いはどうつくる？

地域コミュニティ×コモンスペース
地域に開かれた場が生み出すつながりとは？

地域コミュニティ×学生
学生と地域の幸せな関係はどうつくる？

西武渋谷店
「Think college」

「みんなの手しごと」
シリーズ
計10講座

コンパスで描こう！～新生活に「マイ家紋」はいかが？～

イラストのようにつくろう～飾れる！マスコットプレート

自分で縫い上げる～この夏の浴衣づくり"2019"（全3回）

ダンボールキャップをつくろう！

初めての友禅染め～ハンカチを染め上げる～

「ローカル×ローカル」で広がる視点～南伊豆の実践から、全国、世
界の先輩を訪ねてます～

社会問題を、より「おもしろく」語るには？

だれもが一緒に遊べるものを、だれかと一緒に作る

東急電鉄
Shibuya Hikarie 8F

クリエイティブスペース 8/
計6講座

「地域福祉×デザイン」ゼミ

私たちのSDGsシリーズ 第1回「そもそもSDGsって何だろう？」

私たちのSDGsシリーズ 第2回「SDGsリテラシーを身に付けろ！」

私たちのSDGsシリーズ 第3回「消費とSDGs：行動をはじめよう」

私たちの地球温暖化

オトナのための「マナビとアソビの実験室」

渋谷ストリーム
「渋南わたしの

キャリアデザイン部」
シリーズ
計8講座

今の時代を生きる「わたしたちの働き方・生き方」

やりたい！から道をつくる 働き方・生き方

自分を探求する 働き方・生き方

人生のイニシアティブを持つ 働き方・生き方

いくつかの仕事をもつ 働き方・生き方

渋南ネオコミュニティ会議

今の自分とキャリアを考える

”家族感”とキャリアを考える

１.渋谷ストリーム「渋南わ
たしのキャリアデザイン部
やりたい！から道をつくる
働き方・生き方」 2.渋谷ス
トリーム「渋南わたしの
キャリアデザイン部 渋南ネ
オコミュニティ会議」 3.東
急電鉄「私たちのSDGsシ
リーズ 第1回「そもそも
SDGsって何だろう？」
4．西武渋谷店「みんなの手
しごと 自分で縫い上げる
～この夏の浴衣づくり
“2019”」5．渋谷区「地域
コミュニティ×公共空間
公共空間を交流場所へ、外
の場が持つ可能性とは？」

3

4 5
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ボランティアスタッフ
（約520名）

授業
コーディネーター

運営スタッフ

授業運営
各種プロジェクトのサポート

授業企画
運営責任者

理事会

事務局（５名）
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税理士、弁護士等
の専門家

・全体統括（左京泰明）
・企画（ASOBOT/伊藤剛）

・WEBデザイン（Camp4/飯田優子）

事務局スタッフ、学生インターン等
担当業務：授業の企画・統括

ホームページやSNS等の管理更新
各種問い合わせ対応
経理（会計税務）、法務
スタッフとの各種コミュニケーション

毎月第三土曜日の10時より、
事務局にて新規ボランティ
アスタッフの説明会を行っ
ています。1時間の説明の
あと、実際に授業スタッフ
を体験していただきます。
19年度はオープンキャンパ
スも含めて32名の方にス
タッフ登録をしていただき
ました。

毎月第三土曜日

新規スタッフ説明会

不定期で、授業アイディアを持ち寄る会を開催
しています。持ち寄った授業の種をざっくばら
んに語りあったり、お互いに壁打ちをしたりし
て、授業案を練っています。

授業のつくり方学科

毎月第三土曜日のすべての
授業が終わったあと、授業
コーディネーター、運営ス
タッフ、事務局スタッフが
集まり、授業の反省や感想
をシェアしています。授業
アンケート結果の報告では、
学生の生の声から新たな発
見を得ることも多く、今後
の授業の運営改善に役立て
ています。

毎月第三土曜日

授業後の振り返り

毎月第一水曜の夜に、ス
タッフ会議を行っていま
す。授業のアイディアブ
レストにとどまらず、運
営全般についての議題や、
周年イベントについてな
ど、ボランティアスタッ
フと事務局スタッフが自
由に話しあい、新しい企
画を生み出しています。

毎月第一水曜日

編集会議

これまでの13年間で生まれた1363講座をジャンル
や分野ごとに分け、「タグ付け」作業を行なって
います。過去の授業を再発見することで、今後の
授業づくりに活かす会を開催しています。

過去の授業発掘プロジェクト

毎月一回、不定期で、理事会メンバーと事
務局メンバーが集まり、シブヤ大学の運営
全般に関わる事項や、イベントの企画内容
についての会議を行っています。

縁の下ミーティング

運営体制について

寄付サポーター
寄付

活動報告会での意見交換

理事会と事務局はあくまでも「縁の下」。

たくさんのボランティアスタッフが積極的に関わり、

トップダウンのピラミッド型ではなく、逆ピラミッド型で運営をしています。
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8. 運営体制
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9. 会計報告
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9. 会計報告

2019年度の会計報告

2018年度 経常収益
45,974,435円

受取寄付金

1.0%

その他収益

2.4%
賛助会員受

取会委員

（個人）

0.3%

事業収益

（企業）

37.2%

事業収益

（行政）

59.0%

受取寄付金

1.0%

その他収益

1.1%

賛助会員

受取会員

（個人）

0.2%

事業収益

（企業）

28.1%

事業収益

（行政）

69.5%

2019年度 経常収益
49,560,609円
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皆様から頂いた寄付は、2020年度に開催予定の、
自主（企業協賛のない）授業運営に利用させてただきます。

2019年度 寄付収入 609,267円

内訳：489,350円 授業後募金

119,917円 個人サポーター会費・その他寄付

本年度 皆様から頂いた寄付は、609,267円でした。
ご支援いただき、ありがとうございました！

2019年度の自主授業実施例

9. 会計報告

1

3 4

「 『再考』の日本酒・『再興』の日本酒・『最高』の日本酒」

「外国人と歩く渋谷」

「"ソーシャルバー"と考える〜人と社会とのかかわり方〜」

「「人の作った森」を巡る。2021～自然の中で考える、いま私たちができること～」

「Shige’s Ｂar ✖︎シブヤ大学

『映画「カランコエの花」を観てシゲ先生と語る一夜限りのBARへようこそ！』」

「シブヤ大学13周年特別授業「学び方を学ぶ」」

など



引き続き シブヤ大学を宜しくお願い致します。
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